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センダイウイルス（ＨＶＪ）の
感染プロセスの解明に貢献する
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センダイウイルスの電子顕微鏡写真（ウイルス試料を超薄切片にして観察）

　 　インフルエンザやエイズなど、さまざまな

感染症の原因にもなるウイルスは、遺伝

物質としてＤＮＡかＲＮＡ、どちらかの核

酸と、それを包みこむタンパク質の殻など

からなる単純な構造をしています。同じ

微生物でも、細菌のように分裂して増え

ることはせず、感染した細胞の機能を利

用して核酸やタンパク質などの部品が別々

に作られ、それらが大量に組み立てられ

ることによって増えます。ウイルスの種類

によっては、エンベロープと呼ばれる外

被膜をもったものもあります。インフルエン

ザウイルスなどがそうです。

　1952年に日本で発見されたセンダイウ

イルスもエンベロープをもったウイルスです。

ＨＶＪ（Hemagglutinating Virus of Japan）

とも呼ばれ、当財団の岡田善雄理事長

によって発見された細胞融合活性で世

界的に注目されました。このウイルスを使

うと、通常では起こらない細胞同士の融

合が人為的に可能になり、ハイブリドーマ

（雑種細胞）の作製などに利用されてい

ます。センダイウイルスは新生児に肺炎を

起こす病原性ウイルスとして発見されま

したが、本来は人には感染せず、当時は

マウスで増殖させてウイルスを分離して

いたことなどから、マウスに持続感染して

いたウイルスを見つけたのではないかと

考えられています。

　このセンダイウイルスの感染プロセスの

解明に貢献されたのが、今回ＬＦ対談に

ご登場いただいた本間守男氏（神戸大

学名誉教授）です。本間氏は、東北大

学医学部で研究をされていた際、孵化

鶏卵で増えたセンダイウイルスが、一度は

培養細胞に感染するのに、そこで増えた

ウイルスは二度と培養細胞に感染しな

いことに着目。その原因がエンベロープ

表面の糖タンパク質にあることを突き止

められました。培養細胞で増えたウイル

スは、その糖タンパク質がプロテアーゼ（タ

ンパク質分解酵素）によって２つに限定

分解、クリベージ（開裂）されないと活性

化されず、感染する能力をもたないこと

を明らかにされたのです。

　本間氏は、この糖タンパク質をＦ（フュー

ジョン）タンパク質と名づけられました。セ

ンダイウイルスのエンベロープには、２種

類の糖タンパク質があります。感染する

際には、そのうちのＦタンパク質が重要で、

クリベージによって活性化されると細胞

膜とエンベロープを融合させ、細胞内へ

のウイルスの侵入を可能にしていたわけ

です。孵化鶏卵にはＦタンパク質の活

性化に必要なある種のセリンプロテアー

ゼが存在するために、そこで増えたウイル

スには感染する能力があったこともわか

りました。

　その後、エンベロープをもった他のウイ

ルスにも、膜融合に関わる糖タンパク質

にセンダイウイルスと同じようにクリベージ

で活性化される仕組みがあり、ウイルス

の毒性にも関係すると考えられるように

なりました。ウイルスの種類によってクリベー

ジされる箇所のアミノ酸配列には違いが

あり、それによってプロテアーゼでクリベー

ジされやすいか、されにくいかが決まります。

クリベージされやすいと、感染する能力、

毒性も高くなるというわけです。センダイ

ウイルスはクリベージされにくい配列でした。

　現在、センダイウイルスのエンベロープは、

その膜融合活性を生かして、遺伝子を

細胞内に導入するベクター（運び屋）と

しても利用されています。ＨＶＪベクター

と呼ばれますが、遺伝子の働きを調べた

りするのに使われ、将来的には遺伝子

治療への利用も考えられています。

培養細胞では継代できなかったセンダイウイルス

センダイウイルスのモデル図

マウスから孵化鶏卵に接種し
て増殖させたセンダイウイルス
は活性型で培養細胞に感染
する。しかし、この培養細胞で
増殖したウイルスは不活性型
で次の培養細胞には吸着して
も感染しない。この現象を解
明されたのが本間先生でした。

エンベロープと呼ばれる脂質膜には２種類の糖タンパク質（Ｈ
ＡＮＡとＦ）が分布し、ＨＡＮＡは細胞のウイルス受容体と結合。

孵化鶏卵
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RNAポリメラーゼ
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RNA

輪切りにしたウイルスや縦形に切断したウイルスが見える。袋（エンベロープ）の内部に見えるヒモ状のものが核タンパク質。

※図および図の説明は「細胞融合と生命科学」（ブレーンセンター発行）を参考にした。
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岡田●日本ウイルス学会ができてから今

年で53年になります。考えてみれば、ウイ

ルス学会の初期の高揚期を担ったのが

センダイウイルスでね。とにかく日本で見

つけられて、若い研究者たちがその研究

に取り組み、近代ウイルス学とか、体細胞

遺伝学とかの舞台の幕開けに非常にウ

エイトの高い結果をもたらしたウイルスで

した。そういう意味では日本が世界に向かっ

て胸を張ってもいい、一時期を画したウイ

ルスであるというのが、僕の総括でしてね。

本間●幕開けは、センダイウイルスを使っ

た岡田先生の細胞融合の発見でしたね。

岡田●いや、今日は僕の話は横においと

いて（笑）。センダイウイルスについての本

間先生の研究が出発点になって川が流

れて現在に来ているところがあるのでね。

今日はそのあたりの流れをたどりながら、

お話が聞ければと思っています。ところで、

教えてもらいたいのはセンダイウイルスと

いう名前は誰がつけたの？

本間●僕が東北大学の医学部に入った

のは1951年で、その翌年に産婦人科病

棟で新生児肺炎が流行し、17人中11人

が死亡するという大事件が起こり、その

原因としてこのウイルスが発見されました。

それから九州大とか北海道大でも同じウ

イルスが見つけられて、そのあとで阪大で

も…。

岡田●いや、阪大でも同じくらいでしてね。

僕がインターンの頃で、52年。それで、第１

回のウイルス学会が53年の暮れにあって、

東北大と阪大が発表した。そのあとでい

ろんなところから出だして、名前を統一し

ようということになって、ウイルス学会がＨ

ＶＪと決めたんですね。僕が細胞融合の

最初のレポートを発表したのは57年だけ

れど、そのときもＨＶＪで、センダイウイルス

という名前は意識してなかった。

本間●まだそのときはセンダイウイルスと

いう名前はなかったと思う。最初に東北

大がつけたのも新生児肺炎ウイルス（タイ

プ仙台）でしたから。あれをつけたのは、ミ

シガン大学のフランシスで。

岡田●結局、そういうことですか。

本間●彼が東北大の発表の追試みた

いなことをしたんですね。そのときセンダイ

ウイルスというニックネームをつけた。それ

が世界中に広まって、そのうちセンダイウイ

ルスのほうが通りがよくなってしまった。

でも、国内の学会発表のときにはいわれ

ましたよ。なんでセンダイ（仙台）なんだと。

岡田●そうですか（笑）。ところで、イーグ

ルが液体培地を発表したのは55年だけ

れど、本間先生が培養細胞でセンダイウ

イルスをやりはじめたのはいつ頃からで

すか。

本間●57年ですか。あの頃、東北大で

は抗生物質の仕事をしていましてね。よ

うやく細胞培養ができるようになりました

らその技術を使って、ポリオ、インフルエンザ、

センダイウイルスなどに効く抗生物質を探

す仕事を命ぜられ1年ほどやりました。結

局よい結果は得られませんでしたが、朝

から晩まで顕微鏡を覗いていましたから、

あれでいつの間にか細胞を見る目が鍛

えられたんでしょうね。

岡田●そのときにポリオだったらプラーク（細

胞層の中で細胞が死滅して穴の開いた

状態になること）ができるけれど、センダイ

ウイルスではあかんなと気づかれたわけ？

本間●いや、そのときはまだ。先ほどの抗

生物質の仕事がはかばかしくなかったの

で、結局ウイルスの仕事に専念すること

になりました。そこで手当たり次第培養細

胞にいろんなウイルスをかけていったん

ですね。その中の1つにセンダイウイルス

があったんです。そのセンダイウイルスを

かけたときの細胞の変化に魅せられてと

いうよりは、それに幻惑されてというのが

正直なところ、このウイルスにのめりこんで

いった動機です。

岡田●それで、どんな実験をされたの？

本間●ウイルスが感染するときれいな細

胞変化が起きますから、これでウイルスの

継代がいけると思って、増えたウイルスを

新しい細胞にかけたら今度は全然変わ

らない。感染しない。そこで、これは何だ

というところから始まったわけです。しかし

一見感染性のないウイルスも鶏卵に戻し

てやると、また細胞に感染できるようになる。

要するに培養細胞で増えたウイルスは二

度と鶏卵以外の細胞には感染しない。

岡田●それはすぐに意識されたの？

本間●はい。その頃、インフルエンザで同

じような現象がアメリカから報告されていて、

この場合には不完全ウイルスができるた

めだと説明されておりました。そこで僕の

学会発表を聞いていた某教授が、お前

のセンダイウイルスもインフルエンザと同じ

く不完全ウイルスだと決めつけるようにい

われました。

岡田●それ、ぼやっと覚えている。

本間●けれど、僕のは違う。僕の場合は、

培養細胞には感染しなくても鶏卵には

感染するんだから、不完全ウイルスなん

かじゃない。それで、細胞にかけたウイル

スがどうなっているかを詳しく調べたら、

吸着まではいっているんです。あの頃は

ウイルスは細胞に吸着さえすれば、みん

な感染する、増殖するもんだという概念だっ

たですよね。

岡田●なにせ感染のステップは何もわかっ

ていなかったですからね。とにかくセンダ

イウイルスは鶏卵ではよく増え、継代もで

きるのに培養細胞では継代できないとい

う研究者泣かせのウイルスでした。

本間●３年くらいしつこくやったけれど、

間違いなく吸着はする。ところが、それか

らさき細胞の中に入っていかない。そのと

きはそれ以上攻めようがなかったので半

ばギブアップしたような感じで、61年にア

メリカのウイスター研究所に留学したんです。

岡田●アメリカではどんなことを研究して

いたんですか。

本間●あの頃は１本鎖のＲＮＡウイルス

がどうやって細胞内で複製されるのかが

世界中で問題になっていて、その仕事を

始めました。それはそれなりに一応の成

果をあげることができました。しかし、日本

での仕事をアメリカ人に話をするとみん

な面白がってくれましたが、その度になぜ

吸着までしかいかないのかという疑問が

頭から離れなくなりました。それで仙台に

帰ったら絶対にセンダイウイルスをやるぞと。

夢にまで見ました。

岡田●帰ってからは、それに集中された。

本間●はい。それと不完全ウイルスだと

いわれていたのが癪にさわっていて（笑）。

岡田●そのへんの話が今日のメインにな

ると思うので聞かせてよ。

本間●細胞で増えたウイルスが完全であ

るか、直接的な証明はできないので、感

染した細胞を丸ごと新しい細胞にばらま

いてみたんです。それというのも1000個

に１回くらいの割合で自然に細胞融合が

起こるという報告を読んでおりまして、こ

れで何かわかるかもしれないと…。それ

で顕微鏡を覗いてびっくりしたのは感染

細胞を中心にしてその周りの細胞に感

染が広がっていたんですね。そこで、また

悩むんですけれど。

岡田●プラークができていたの？

本間●そんなところまではいっていない。

１個の細胞の周りにだいたい40個くらい

の細胞が感染している（マイクロプラーク）。

ということは、接触した細胞にしか感染が

広がっていない。ここでも１回しか感染し

ない。それで、もう少し定量的に調べよう

と思って、サスペンションカルチャー（浮遊

培養）を使った。細胞を数えるのが楽で

すからね。それにウイルスを感染させてば

らまいたら今度は何も起きないわけですよ。

岡田●そういう比較があったわけ？

対  談

LF

日本で見つけ、研究が進められた
センダイウイルス
一度しか感染しないウイルス？

センダイウイルスの感染ステップ

岡田 善雄理事長
（財）千里ライフサイエンス振興財団

本間 守男氏 ／神戸大学名誉教授
L F 対  談
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岡田 善雄理事長
（財）千里ライフサイエンス振興財団
1928年、広島県生まれ。52年大阪大学医学部卒業後、
同大学微生物病研究所助手、助教授を経て72年に教
授に就任。1982～87年同大学細胞工学センター長。90
年7月より（財）千里ライフサイエンス振興財団理事長、
91年4月より大阪大学名誉教授。同時に岡崎国立共同
研究機構基礎生物学研究所評議員等を務める。専門は
分子生物学で、特殊なウイルス（センダイウイルス）を使う
と細胞融合が人為的に行われることを発見、57年に世界
初の細胞融合に関する論文を発表し、世界的な反響を
呼ぶ。これらの先駆的業績により、朝日賞、武田医学賞、
日本人類遺伝学会賞をはじめ数々の賞に輝き、87年に
文化勲章を受章し、93年には日本学士院会員となる。
2000年に勲一等瑞宝章を受章する。

本間 守男氏
神戸大学名誉教授
1930年、福島県生まれ。55年東北大学医学部卒業後、
56年助手に就任。61年医学博士。61～64年米国ペン
シルベニア大学ウイスター研究所に留学。68年東北大
学医学部助教授、73年山形大学医学部教授、83年神
戸大学医学部教授、94年神戸女子大学教授に就任。
2004年定年退職。専門はウイルス学。センダイウイルス
の構造と機能を研究。センダイウイルスはエンベロープ
表面の糖蛋白質がプロテアーゼ（蛋白質分解酵素）の
作用でクリベージ（開裂）されることで活性化する現象を
発見した。これをもとにセンダイウイルスのマウス肺病原
性の解析も進める。受賞歴は、朝日学術奨励賞、小島
三郎記念文化賞、兵庫県科学賞、神戸市市民福祉功
労賞。

本間●何が違うかというと、モノレイアー（単

層）か、サスペンションかの培養形態の違

いだけ。ただモノレイアーでは細胞をバラ

バラにするのにトリプシン（タンパク質分

解酵素）を使っていた。そこで、トリプシン

が効いているのかもしれないと考えて、

サスペンションの感染細胞をトリプシン処

理したら、モノレイアーと同じく感染が広

がるわけです。それを65年のウイルス学

会で発表しました。そうすると、忘れもし

ない、発表が終わったあと跳んできたの

が岡田先生で、いや面白かったと。この

学会はこれだけで十分だといわれて、こ

れは大事にしなくちゃいかんぞと思いま

したね。

岡田●そうでしたかな（笑）。

本間●そのあとトリプシンの標的は感染

細胞表面のウイルスだろうと、今度は細

胞で増えたウイルスを集めてトリプシン処

理しました。ところが何度やってもウイル

スは死んでしまう。ここまでは教科書通り。

センダイウイルスはトリプシン感受性なん

です。ただ、どう考えても標的はウイルス

以外ない。それでトリプシンの濃度を少し

ずつ落としていった。ラッキーだったのは、

テクニシャンが僕のオーダーしたものの

1000分の１くらいにトリプシンを薄めてしまっ

て、それで見たらパーッと感染が広がっ

ている…。

岡田●うれしかったやろうね。

本間●その結果にはいずれ到達した

んでしょうが、テクニシャンが間違ってく

れたおかげで、いっぺんにそこまでいけ

ました。

岡田●本間先生の論文で、センダイウイ

ルスのエンベロープ（外被膜）にある糖タ

ンパク質のＦとＨＡＮＡ。Ｆ（フュージョン）

が融合に関係するわけだけれど、それが

限定分解されたらどうなると、電気泳動

できれいに出されたでしょ。あれ非常に

感心した記憶があるんですよ。

本間●72年に札幌であった日米医学会で、

電子顕微鏡をやっていたコロンビア大学

のモルガンがエンベロープをもったウイル

スの細胞内侵入のメカニズムを発表した

んです。ウイルスの膜と細胞膜が融合（エ

ンベロープ融合）して、細胞内にウイルス

を送り込む、僕が見ていたのもこれだなと。

細胞内で増えたウイルスが吸着に続いて

細胞内に侵入する、このエンベロープ融

合の過程がブロックされていて、それがト

リプシン処理によって復活するのだろうと。

ちょうどその頃、これと平行してウイルス

糖タンパク質の仕事を始めておりまして…。

岡田●電気泳動の実験を始められて

いた。

本間●トリプシン処理しないセンダイウイ

ルスは活性がない、それをトリプシン処理

すると活性が出てくる。非常に単純です

から、それぞれを電気泳動（SDS‐ポリア

クリルアミドゲル電気泳動）にかければ、

どのウイルス蛋白がエンベロープ融合に

関係するか、わかるだろうと思った。そう

したら、きれいに差が出てきた。

岡田●きれいでしたね。

本間●鶏卵で増えたウイルスのうち分子

量が一番大きい糖タンパク質は６万7000

（ＨＡＮＡ）。その次が５万1000で、あと１

万5000。ところが、培養細胞で増えたウイ

ルスは６万7000の次に６万5000（Ｆ）とい

う余計なものがある。それをトリプシン処

理すると、６万5000が消えて、５万1000と

１万5000。これだなと。５万1000プラス１

万5000で、だいたい６万5000になる。６万

5000がクリベージ（開裂）して、２つに限

定分解されエンベロープ融合に関係す

るのだろうと思ったわけです。

岡田●その頃、ショパンの仕事がオーバー

ラップしてくるでしょ。

本間●それは僕のほうが先なんですよ。

73年にケンブリッジでミーティングがあって、

そこでクリベージの仕事を発表したんで

すが、彼らも同じような現象を見つけて

いた。けれど、僕のほうがきれいな結果

が出ていたし、ケンブリッジに行く前に論

文も投稿していました。あのときの１つの

大きな話題になったんですよ。クリベージ

というのは。

岡田●そうでしょうね。その頃というのは

血液凝固系でも、不活性型の酵素がで

きて、それがクリベージされて活性型にな

るという話が出てきた。そういう生体の制

御系を証明する具体例の１つに先生の

仕事はなったと思いますね。

本間●ケンブリッジに行ったのは、僕が山

形大学に移った頃で、次に気になったの

は、なぜ鶏卵でウイルスは増えるのかの

問題です。要するに卵の中（漿尿液）に

トリプシンが入っていればいいわけですが、

精製が難しくて僕のところではその物質

が何かまでは突き止められなかったけれど、

トリプシンによく似た分解酵素（セリンプロ

テアーゼ）があることまではわかりました。

岡田●とにかく本間先生の論文で、イン

フルエンザも含めてエンベロープ型ウイル

スの感染ステップね。どうなったら感染で

きるか、分子レベルで非常にはっきり出

てきて。そのあと永井美之さん（当時名

古屋大、東大名誉教授）がドイツのギー

セン大学のクレンクのところで、鳥のニュー

キャッスル病ウイルスの強毒株と弱毒株

を区別するときにも先生の方法を使いま

したね。分解酵素に感受性が高いか、低

いかで毒性が決まる。それも先生の仕事

があってのことでしょ。感染するか、しな

いかを毒性の１つの基準にすると、エン

ベロープ型ウイルスでは分解酵素への

感受性というのが大きなウエイトを占めて

いるということになったわけですね。もち

ろん感染しても細胞の種類によってはウ

イルスが増殖しない場合もあるわけで、そ

れは別に考える必要があるけれど…。

本間●大変だったのが、クリベージが起

こることがわかって、今度はクリベージさ

れる個所はどこかという問題…。あの当

時はタンパク質のアミノ酸配列を調べる

のは大変だったですからね。ちょうど神戸

大に移ったばかりの頃でしたが、やっと

結果が出て発表した頃には今度は機械

でパッパッとやれるようになって（笑）。

岡田●たしかに最初はタンパク質から配

列を調べるのは大変で、遺伝子のほうか

ら整理できるようになると楽になりましたね。

本間●それができるようになって、次はウ

イルスの遺伝子解析からクリベージ部位

の塩基配列を発表しましたが、その後エ

イズの場合も、これと同じようなクリベージ

を起こす塩基配列のあることがアメリカか

ら報告されました。あと僕のほうではクリベー

ジをブロックするような阻害因子の仕事

をだいぶやったんですけどね。

岡田●僕のほうは途中から細胞のほう

に重心を移しちゃったからね。あとのはあ

んまり読んでなくて（笑）。けれど、97年の

香港から始まった今の高病原性鳥インフ

ルエンザも、クリベージのところの塩基配列、

強毒性じゃないかと思っていたら、実際

どうもそうらしい。

本間●そうですね。かなり切れやすいよ

うですね。

岡田●1918年に大流行したスペイン風

邪のウイルスをアメリカの陸軍病理学研

究所が復元したでしょ。97年からレポート

が出ているんだけれど、あれも強毒型じゃ

ないかと思っていたら、完璧に弱毒型でね、

クリベージのところが。昔、微研（大阪大

学微生物病研究所）に入った頃に使っ

ていたのがＰＲ８というインフルエンザウイ

ルスで、ＰＲ８はマウスに接種しても全然

感染してくれない。それの配列とまったく

一緒なんですね。これだけはどうも予想

が違ったなと思って。それにしても、感染

ステップのところで先鞭をつけられたの

は先生で、そのベースがあったから、それ

との対応の中で感染増殖ステップにももっ

と幅の広い何かがあるぞというのもわかっ

てきたわけですね。今、非常に興味があ

るんですよ、スペイン風邪のウイルス。

本間●あと、センダイウイルスで最後に残

るのは、あのとき東北大で流行した新生

児肺炎は何だったのか。今では、センダイ

ウイルスは人に対する病原性はなくて、

あのときはマウスを使って分離したから、

マウスに感染していたウイルスを拾ってき

たのだろうといわれています。しかし、あ

れに相当するような感染症はそれ以降

ないですからね。あの頃はやっぱり特別

だったんですかね。人とネズミはものすご

く濃厚に接触していたでしょ。実験室の

机の引出しもネズミの糞だらけでしたから。

あれはみんなセンダイウイルスをもってた

んじゃないですかね。

岡田●とにかくセンダイウイルスを使って

いる研究室は忌み嫌われていて。マウス

に潜伏感染を起こしやすいから、センダイ

ウイルスで汚染されない動物室をちゃん

と作るというのが大切でしたね。今日はど

うもありがとうございました。

ウイルス毒性の１つの基準になる



7 8

市民公開
講座より

LF

  成人病シリーズ第45回

「肺がんの予防と治療
    －なぜ最近肺がんが増えているのか？－」

日本人の主要死因第1位はがんで、がんによる死亡者の中で最も多いのが肺がんによるものです。肺がん患者の
5年生存率は他部位のがんと比べて低く、年間約６万人が亡くなっています。肺がんの原因の大部分は喫煙です。
肺がん予防の決め手としてたばこ規制の強化が求められています。一方、肺がんの治療方法は進歩し、新しい治
療法が効果をあげつつあります。今回は、肺がんの予防と治療について、3人の先生方にお話いただきました。
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大島 明氏

肺がん対策の決め手：
たばこ規制

前田　元氏

肺がんの診断と外科治療

（財）千里ライフサイエンス振興財団・岡田善雄理事長

国立循環器病センター・名誉総長　尾前照雄 氏

■プログラム
演　　題 講　　師

肺がん対策の決め手：たばこ規制� 大阪府立成人病センター・調査部部長� 大島　　明 氏

肺がんの診断と外科治療� 独立行政法人国立病院機構刀根山病院・呼吸器外科部長� 前田　　元 氏

肺がんの内科治療と緩和医療� 独立行政法人国立病院機構刀根山病院・呼吸器内科部長� 横田総一郎 氏

と　　　　　き／平成18年2月25日（土） 13：30～16：30

と　　こ　　ろ／千里ライフサイエンスセンタービル5Ｆ  ライフホール

コーディネーター／国立循環器病センター・名誉総長　尾前照雄 氏

　　　　　　　　独立行政法人国立病院機構刀根山病院・呼吸器外科部長　前田 元 氏

　肺がんによる死亡率は、欧米先進国

では減少しているのに対し、わが国では

増加傾向にあります。その最大の要因

は喫煙です。

　厚生労働省の多目的コーホート研究

では、たばこを吸う人は、吸わない人と比

べて、男性は4.5倍、女性は4.2倍肺がん

になりやすく、また、男性の肺がんの68％、

女性の肺がんの18％は喫煙が原因と報

告しています。

　喫煙の影響が疾患として出てくるまで

には約30年かかります。近年、喫煙率は

減少してきていますが、成人男性では欧

米先進国の約2倍、49％（2002年）とな

お高く、最近、若い世代の喫煙率が上

昇しつつあるなど、今後、予断を許さない

状況にあります。

　肺がん予防のために1987年度から肺

がん検診が実施されていますが、肺がん

死亡減少の効果は上がっていません。

また、他の部位のがんと比べて、肺がん

患者の5年生存率はきわめて低いのが

現状です。肺がんにおいては、早期発見・

早期治療の技術が確立したとはいえな

い状況にあり、たばこ規制による発生予

防が決め手になります。すでに欧米先

進国では、肺がん予防はたばこ規制で

あり、国民のたばこ離れとともに肺がん

罹患率・死亡率の減少という成果を挙

げています。

　たばこの健康被害に対して、国際的

な取り組みが進んでいます。WHO（世

界保健機関）は、2003年5月の世界保健

総会において「たばこの消費及びたばこ

の煙にさらされることが健康、社会、環境

及び経済に及ぼす破壊的な影響から

現在及び将来の世代を保護する」ため、

｢たばこ規制枠組条約｣を全会一致で採

択し、05年2月に発効、国際的な協調の

下でたばこ産業（日本のJTは世界第3位

の多国籍たばこ会社）に対抗して、たば

こ規制に取り組むこととしました。日本は

04年6月に批准しました（06年2月現在124ヶ

国が批准）。

　枠組条約における主な社会環境整備、

法的規制の内容には、たばこ規制のた

めの調整機構、中核機関の設立、たばこ

価格（たばこ税）の引上げ、受動喫煙の

防止、たばこの警告表示の強化、たばこ

広告の包括的な禁止、禁煙治療の普及、

たばこ自動販売機の制限など、さまざま

な項目が挙げられています。条約の批

准により、国レベルでは、たばこ規制関

係省庁連絡会議の設置などの体制づく

り、たばこ広告の新指針の施行、たばこ

税の引上げ（06年7月より1本約1円アップ）、

診療報酬におけるニコチン依存症管理

料の新設（06年度より）など諸施策が進

められています。しかし、欧米先進国と

比べて日本のたばこ規制は極めて不十

分です。禁煙をしたい喫煙者が治療に

容易にアクセスできるような制度とたばこ

価格・税の大幅引き上げを早急に実現

するよう、今後、一層努力しなければなり

ません。

　一般に肺がんは、細胞組織（病理学

的形態）の違いから、「腺がん」、「扁平

上皮がん」、「大細胞がん」、「小細胞がん」

の4つに分けられ、それぞれに特徴があ

ります。

　日本人に最も多くみられるのは「腺がん」

で約半数を占めます。肺の奥（末梢）の

ほうから発生することが多く、非喫煙者

にも発生します。次に多いのが「扁平上

皮がん」で約30～40％。気管支の太い

ところから発生することが多く、ほとんど

が喫煙者です。「大細胞がん」と「小細

胞がん」はそれぞれ約１0％。「大細胞が

ん」は肺の末梢から発生することが多く、

「小細胞がん」の多くは気管支から発生

します。

　進行が早い、早期に転移しやすいなど、

がんのたち（悪性度）が最も悪いのは｢小

細胞がん｣で、他の３つは悪性度が似か

よっていることから、総称して「非小細胞

がん」と呼ばれます。

　一般に、腺がんや大細胞がんなど末

梢にできるがんは、進行するまでほとんど

症状がでません。進行すると、胸痛、呼

吸困難、肺の外側に胸水がたまるなどの

症状がでます。扁平上皮がんや小細胞

がんなど気管支の太い部分にできた場

合は、咳や痰、血痰、発熱、かすれ声な

どの症状が出やすいといえます。

　肺がんを早期に見つけるためには、喫

煙者の場合は定期的に胸部エックス線

と喀痰の検査を受けること、痰や咳など

自覚症状が出現した場合は早期に受診

することが大切です。非喫煙者の場合も、

定期的な検診を受けることが大切ですが、

痰がでることは少ないため、通常喀痰検

査は行いません。

　肺がんの確定診断方法には、気管支

鏡検査（ファイバースコープ。直径6㎜の

管を肺の途中まで入れる）、経皮針生検

（局所麻酔下で体の外から針を刺して

細胞をとる）、喀痰細胞診（痰の細胞を

みる）、胸腔鏡検査・開胸生検（胸腔鏡

を用いて全身麻酔下で胸に3ヶ所小さな

穴をあけて細胞をとる）などがあり、リンパ

節を調べる縦隔鏡検査（全身麻酔下で

気管支の前に縦隔鏡を挿入する）があ

ります。

　肺がんと診断がついたら、転移を調べ

る検査をします。転移しやすい臓器は脳、

骨、肝臓、腎臓などです。骨シンチグラム（骨

に特異的に取り込まれる物質に放射性

同位元素をつけて注射し、ガンマ線カメ

ラで撮影する）、CT（コンピューター断層

撮影）、MRI（核磁気共鳴診断法）など

があり、最近はPET（ポジトロン断層検査）

が普及してきました。またCTとPETの画

像を合成することで見やすい画像がで

きます。これは、全身を一度に映すことが

できる、悪性か良性かをある程度判断で

きるという長所がありますが、結核などの

炎症があると陽性にでる、1㎝以下の小

さな病変は写りにくい、脳、胃、腸、腎臓

などは診断が難しいという短所があります。

　肺がんの治療方針は進行度（病気の

広がり具合）によって決まります。進行度

は、Ⅰ期からⅣ期までの病期に分類され

ます。Ⅰ期は肺の中にがんができたが肺

の外に広がっていない状態、Ⅱ期は肺の

入り口のリンパ節に転移が起こった状態、

Ⅲ期は気管の周りのリンパ節、肋骨など

肺の外側に転移した状態、Ⅳ期は脳、肝

臓、その他の臓器に転移が起こった状

態（遠隔転移）です。Ⅲ期は、リンパ節へ

の広がり、浸潤臓器によってⅢA期とⅢB

期の2つに分けられます。治療方針は、

この病期に従って最も有効と考えられる

治療法を選択します。

　非小細胞がんでは、Ⅰ期・Ⅱ期はまず

手術を先行し、再発予防のために抗が

ん剤・放射線などの術後治療を行います。

ⅢA期は、再発が多いので術前治療を行っ

てがんを押さえ込んでから手術を行います。

ⅢB期とⅣ期は原則的に手術の対象に

なりません。

　手術をするためには3つの条件があり

ます。①手術によってがんが完全に取り

除かれる、②手術をするにあたって問題

となるような体の不具合がない（心臓病、

合併症などがあると難しい）、③術後に、

普通に日常生活ができるだけの肺活量

が残る、ことです。

・  ・
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　手術は、現在、腋の下を切開して患

部およびリンパ節を切除するのが標準

的な方法です。特殊な手術として、残っ

た気管支をつなぐという気管支形成術

があります。また、開胸せずに胸腔鏡を

用いた手術も行われていますが、現状

では開胸手術より優れているとはいえま

せん。

　手術死亡率は1％以下であり、手術

は十分安全な治療法ですので、恐れず

に受けてほしいと思います。

　肺がんの約60％は発見された時点

で手術のできない進行がんです。前田

先生が話されたように、肺がん治療の

選択基準は、がんの種類（小細胞がん

か非小細胞がんか）、がんの大きさと広

がり（進行度）、全身状態（治療に耐え

られる体力・気力）、合併症の有無です。

　抗がん剤を使用する内科治療は、手

術のできないⅢ期、Ⅳ期が適応となります。

ただし、Ⅰ期・Ⅱ期でも小細胞がんの場合

などは抗がん剤と放射線治療を併用し、

Ⅲ期は抗がん剤と状況により放射線治

療の併用、Ⅳ期にも症状の強い部位へ

放射線治療を併用することがあるなど、

がんの治療は手術療法、化学療法（内

科治療法）、放射線療法の３つを上手

に組み合わせて副作用を軽減し、効果

を増強させる「集学的治療」を行います。

したがって、患者さんはこの3つを有する

病院を選ぶことが大切です。

　ところで、Ⅳ期のがんと聞くと「末期が

ん」、「治療できないがん」と思いがちで

すが、進行度と末期がんは違います。

進行がんは治療できないがんではない

ことを理解してほしいと思います。

　抗がん剤は、がんに対して有効であ

ることが証明され、厚生労働省の認可

を受けています。しかし、がんの場合、

薬剤が有効であることは病気が治ること

（完治）を意味しません。荒っぽい言い

方ですが、有効とは、がんの大きさが半

分以下になり、その状態が4週間以上

続くことです。つまり、抗がん剤による治

療（内科的治療）は病気の治癒率では

なく、延命効果であるということです。延

命効果の評価は生存曲線から統計学

的に導き出されます。その中でも50％の

人が元気でいられる期間（MST）という

指標がよく用いられています。

　こう述べてくると、肺がんの内科治療

には暗澹たる結果しかないように見えま

すが決してそうではなく、少しずつです

が進歩してきています。

　肺がんの最新治療には、新しい放射

線治療（重粒子線治療、三次元照射、

ガンマナイフなど）、新しく開発された抗

がん剤による治療、免疫療法、ワクチン

療法、遺伝子治療などがあります。内科

的治療では、分子標的薬も革新的な治

療法になる可能性があります。肺がんに

対して日本で使用可能な分子標的薬

にはイレッサがありますが、現在、アメリカ

で標準療法になっているタルセバやア

バスチンの臨床試験が行われており、

一般に使用可能となるはずです。抗が

ん効果をもつものはそれなりの副作用も

ありうると認識して、上手に用いることが

大切です。

　現在の緩和医療は、がんの初期から

行われる、がんに伴う身体的症状だけ

でなく、精神的症状をも緩和する治療

法とされており、最近は手術や抗がん

剤などによる積極的な治療と一緒に初

期から行っていくようになりました（WHO

方式がん疼痛治療法が採られる）。が

んに伴う痛みの治療薬も種類が増え、

個々の患者さんの痛みの持続時間や

程度に応じて製剤選択が可能になり、

投与法も内服薬、座薬、注射剤、貼付

剤など多様になりました。また、肺がんに

伴う息苦しさの緩和には、在宅酸素療

法（HOT）を積極的に導入することで普

通の生活が送れるようになったほか、抗

がん剤治療法（投与法）にも工夫がなさ

れて通院治療も可能になっています。

　がん治療で重要なことは、担当医と

話し合い、理解しあった上で最適な治

療法を選んでがんに立ち向かうことです。

さらに残された時間を有効に使って当た

り前の社会生活を送り、豊かに過ごせる

ようにすることです。疑問があれば、セカ

ンド・オピニオンの制度を利用することも

お勧めします。

横田 総一郎氏

肺がんの内科治療と
緩和医療

■会場風景　熱心に聴講する参加者

アライアンス
シンポジウム

●知的クラスター・実用化研究
「インシリコでの創薬手法の確立とその実証研究」
� 大阪大学大学院工学研究科　助教授　井上　豪氏

「新規リボン型デコイ核酸医薬のヒト疾患治療への臨床応用」
� 大阪大学大学院医学系研究科　助手　青木元邦氏

「フェムト秒レーザーを用いたタンパク質結晶化と結晶加工に関する技術開発」
� 大阪大学大学院工学研究科　教授　佐々木孝友氏　増原　宏氏
� 　助教授　森　勇介氏

「金磁性ナノ粒子を用いた超高感度な臨床検査・遺伝子解析の開発」
� 大阪大学大学院薬学研究科　教授　土井健史氏
� 大阪大学大学院工学研究科　教授　山本孝夫氏

●特別講演
「経験を通してのアライアンスにおける問題点－失敗例より学ぶ－」

� （株）SeedSeek　代表取締役社長　竹本佳弘氏

アライアンスシンポジウム
～創薬関連企業への橋渡し～

プログラム

　平成１８年２月２４日、大阪北部（彩都）地域における「知的クラスター

創成事業」と「バイオメディカルクラスター形成ネットワーク事業」の

合同シンポジウムが千里ライフサイエンスセンター・サイエンスホール

にて開催されました。知的クラスター・実用化研究の成果発表、ネッ

トワーク事業参画ベンチャー企業による技術紹介やパネル展示など

が行われ、シンポジウムに参加した多数の企業関係者に向けて、各

自の研究・技術をアピールする場ともなりました。㈱SeedSeekの竹

本佳弘氏による特別講演では、ベンチャー企業の経営にとって不

可欠の大手企業とのアライアンス（提携）における問題点も挙げら

れました。彩都地域における新たなバイオメディカル関連事業の創

出、大手企業、ベンチャー企業間のさらなるネットワーク強化が期待

されます。

大阪北部（彩都）地域／知的クラスター、バイオメディカルクラスター形成ネットワーク事業連携

●創薬関連ベンチャー企業紹介
 技術コア紹介

� アンジェスＭＧ（株）� 創薬研究本部長　玄番岳践氏
�（株）ジーンデザイン� 代表取締役　湯山和彦氏
�（株）創晶� 代表取締役社長　安達宏昭氏
� サイボックス（株）� バイオニクス事業部　林　克明氏
� アンティキャンサー・ジャパン� ジェネラルマネージャー　杉田憲治氏
� メド・ソリューション（株）� 管理部部長　鎌江春憲氏
�（株）プロトセラ� 代表取締役社長　田中憲次氏
� クリングルファーマ（株）�取締役副社長　事業開発部長　安達喜一氏

「知的クラスターと
  創薬関連企業ベンチャー」

山本孝夫氏

青木元邦氏 森　勇介氏井上　豪氏

土井健史氏

特別講演  竹本佳弘氏

質疑応答

会場風景

大阪北部（彩都）地域バイオメディカルクラスター形成ネットワーク事業

平成18年１月末現在、製薬企業、バイオインフォマティックス企業、ベンチャー

企業など33社が参加して、ネットワークによる情報共有を通して、新薬創出

のための先進的な研究の推進、研究成果の技術移転やバイオベンチャー企

業の育成支援を行い、相互の能力向上を目指しています。



　骨折、特に老人性の骨折や、治りづ

らい骨の病気に対して、再生医療と遺

伝子治療を合体させて、今までにないよ

うな治療方法や創薬の可能性を模索

できないか。それがわれわれの研究の

大きなテーマです。そのためには、たとえ

ば骨折した際などに、骨の再生はどのよ

うにしてなされるか、その生体内のメカ

ニズムをよく知る必要があります。

　骨の再生は骨の内外に存在する骨

の前駆細胞によってなされます。そして

従来は、折れた骨の周辺にいるそれら

の前駆細胞が骨折部位にじわじわと集

まってきて修復するものと考えられてい

ました。それに対して、われわれは骨折

部位から出されたシグナルが血流を介

して正常な骨の骨髄に伝わり、そこから

出てきた骨の前駆細胞がさらに血流を

介して骨折部位に集まるのではないか

と考えています。

　以上の考えをもとに、大学院生・大鶴

聰君と一緒に、こんな実験を行いました。

まずＧＦＰという緑の蛍光を発するタン

パク質の遺伝子を導入した、マウスの骨

髄を通常のマウスに移植します。さらに、

このマウスと通常のマウスの皮膚をくっ

つけます。これは共生モデルといいます

が、両者を血流が行き来するようになり

ます。そして、通常のマウスの脚を骨折

させるとします。その骨折が治った際に

光る骨ができていれば、それは骨髄を

移植したマウスのほうから骨折させたマ

ウスのほうに血流を介して骨の前駆細

胞が来ていることになります。実際に約

20～40％の骨が光っていました。この

実験からも、骨になる細胞が正常な骨

の中の骨髄から血流を介して骨折部位

に集まり、骨の再生を促進することが証

明できたと思っています。

　阪大の遺伝子治療学、金田安史教

授の研究室に来る前、私は皮膚科医と

して先天性の皮膚の難病を研究してい

ました。その頃、ちょうど2000年くらいか

ら骨髄の中には血液系の細胞になる造

血幹細胞だけじゃなく、骨になる細胞、

場合によっては筋肉や神経になる幹細

胞があるのではないかという説が出てき

ました。体性幹細胞です。神経になると

いうのなら、同じ外胚葉由来である皮膚

になる可能性もあるかもしれない。そして、

骨髄の中に皮膚になる細胞があるとし

たら、それは血流を介して皮膚となる場

所にたどりつくのだろう。この考え方を骨

折の治るメカニズムにも応用したわけです。

　皮膚の再生については５年ほど前か

ら研究をスタートしていて、骨の場合と

同じようにＧＦＰによって光る骨髄を移

植したマウスの皮膚に傷をつくったりす

ると、実際に光る皮膚ができることがわ

かりました。それまでの報告では骨髄由

来の皮膚細胞は数％しかないといわれ

ていました。それも骨髄由来の血液系

の細胞と皮膚の細胞が融合したのでは

ないかといわれていたんですが、われ

われの実験では、ある条件下の皮膚再

生過程では、少なくともその一時期に５

割に近い細胞がＧＦＰ陽性に置き換わっ

ている。この結果は細胞融合ではとても

説明できません。

　火傷にしろ、皮膚が危機的な状況に

なると、本来、その基底膜上にあった皮

膚の前駆細胞も大量に失われます。急

いでそれを補わないとならない。そこで

皮膚になる能力を持った細胞を骨髄か

ら血流を介して引っぱってくる。これはと

ても効率的な方法です。そのように緊

急事態の発生に応じて最初に皮膚の

修復を行うのが骨髄由来の細胞で、そ

れから徐々に周囲の基底膜上にある前

駆細胞がそれに置き換わっていくので

はないか。そして、おそらくそれは皮膚だ

けじゃなくて、骨折でも同じようなメカニ

ズムが働いている。じわじわとじゃなくで

きるだけ短時間で修復が行えるように、

骨髄から血流を介して骨になる細胞を

骨折部位に引っぱってくるのではない

かと考えています。

　そして、われわれは緊急事態のＳＯＳ

シグナルとなる物質、骨折部位などから

たくさん産生されて必要な細胞を引っぱっ

てくる因子についても、骨の場合、皮膚

の場合と複数の因子を同定しつつあり

ます。骨折部位のほうに骨になる細胞

を引き寄せる因子も明らかにしています。

　たとえば、造血幹細胞については今、

ＧＣＳＦという因子が一番重要だと考え

られています。抗がん剤によってがん細

胞をたたくと、同時に白血球もどんどん減っ

ていく。その際に、ＧＣＳＦという白血球

を増やすシグナルを注射する。そうすると、

骨髄から白血球になる細胞が補充され、

そのおかげで感染症にもかからずにすむ。

もちろん何もしなくても、そういうシグナル

は出ているんでしょうけれど、その場面

では決定的に足りない。それを人為的

に加えてやることで、生体内における再

生のメカニズムを加速させる。そのよう

な効果が骨折や火傷でも期待できるか

もしれません。

　風邪をひいたときにはおいしいものを

食べて寝ていれば、だいたい１週間もす

れば風邪の症状はおさまります。しかし、

１週間も休んでいるわけにはいかないか

ら、薬を飲んだりすることによって早く治

して仕事に復帰しようとする。それと同

じような意味で、骨折をしたときに骨にな

る細胞を引っぱってくる薬を注射するだ

けで、骨の治る期間が短縮できれば、そ

れは骨折治療のスタンダードになるでしょ

う。骨髄から細胞を引っぱってくるシグ

ナルを使った薬の開発だけでも、それは

骨折治療の現場をかなり変えるだろうと

思っています。

　こうした再生医療の考え方に遺伝子

治療をドッキングさせることも考えています。

骨への分化にとって重要と思われる遺

伝子も同定しました。たとえば、骨髄から

骨になる細胞を引っぱってくるシグナル

の投与だけじゃなくて、その細胞をいっ

たん採血によって取り出して培養して

増やし、遺伝子を導入して骨に分化す

る方向づけをしてから、骨折部位に戻す

ほうが早く治るかもしれない。また、老人

性の骨折の場合など骨になりにくい環

境になっているのであれば、骨への分

化を遺伝子導入によって後押しする必

要があるかもしれません。骨形成不全

症などといった遺伝的に骨ができにくい

病気の場合もあります。

　再生医療において骨髄にある体性幹

細胞が注目され、骨髄細胞を移植さえ

すればいろんな組織の再生ができるか

もしれないと期待されていますが、やは

りそうは簡単にいかないことが徐々にわ

かってきたように思えます。必要なタイミ

ングに必要な量、必要な環境があってこ

そ再生は成り立つ。しかし、そのタイミン

グや量、その環境が整わないのであれば、

何らかの工夫が必要になる。その意味

からも、再生医療と遺伝子治療の合体は、

今後、大きな可能性を広げてくれると考

えています。

「創薬」「免疫・抗感染症戦略」「医工連携」の３テーマのもと、「知」の

産業化を加速させる大阪北部（彩都）地域知的クラスター創成事業。神

戸地域との共同研究である「骨、軟骨の分化制御技術の開発」の研究

代表者・大阪大学玉井克人先生に研究の概要についてお聞きしました。

骨髄から血流を介して、
骨になる細胞が患部に
集まるメカニズムを生かす

骨になる細胞はどこから来る？

きっかけは皮膚再生の研究から

ＳＯＳシグナルを使った薬の開発

遺伝子導入で骨形成を促進する

玉井克人氏  大阪大学大学院医学系研究科助教授

骨、軟骨の分化制御技術の開発
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知的
クラスター
通信



13 14

“解体新書”
Report

生命科学のフロンティア
脊椎動物の手足の発生を追う 

その

子どものとき、トカゲの尻尾きりを見ておもしろがり、また生えてくると聞いてびっくりした。昨今、再生医学の研究ブー

ムだが、手足を再生できる脊椎動物の秘密がわかれば、うまくすると人間でもの夢は、あながち空想と捨てきれない。

動物の手足の発生・再生を研究する東北大学大学院生命科学研究科の田村宏治さんを訪ねた。〈牧野賢治〉

牧野 賢治氏
1934年愛知県生まれ。57年大阪大学理学部卒。59年
同大学院修士課程修了。毎日新聞記者となる。同編集
委員（科学担当）を経て、91年東京理科大学教授（科
学社会学、科学ジャーナリズム論）。科学技術ジャーナリ
スト会議前会長。医学ジャーナリスト協会名誉会長。著
書は『理系のレトリック入門－科学する人の文章作法』､

『科学ジャーナリズムの世界』（共著）、訳書は『ゲノム
の波紋』など多数。

田村 宏治 氏
東北大学大学院生命科学研究科助教授。1965年生
まれ。東北大学理学部生物学科卒。東北大学理学部
大学院博士課程修了。東北大学理学部研究科助手、
ソーク研究所研究員を経て、99年から同大学理学研
究科助教授、2001年から現職。趣味は釣り。

加湿され２８℃に保たれた動物飼育室で、飼っているソメワケササクレヤモリの卵と子ヤモリを見せながら説明する田村さん

　杜の都、仙台の青葉山。キャンパスの

航空写真を見ると、じつに緑豊かだ。理

学部生物棟の５階に研究室はある。

　「発生の研究を始めたきっかけは、学

部４年のときに卒研で井出宏之教授の

研究室を選択したことです。四肢（手足）

の発生を研究していました。子どものとき

から、生き物のなぜ、なにに強く惹かれて

いましたが、研究してみるとおもしろくて、

気がついたら20年たっていました」

　ついたボスから「好きなことを考えてや

れ」と言われたことも幸いだった。大学院

１年のとき、ニワトリの前足（羽根）の発生

の際にレチノイン酸を作用させるだけで、

正常なら３本になる指が６本になることを

自分の目で確かめることができた。（写真①）

レチノイン酸は1987年に、脊椎動物で最

初のモルフォジェン（形原）であると提案

されていた分子。

　「生物学に一般法則はない」とまで言

われていたころだから、すごいと思った。

以来田村さんは、生き物の形がどうやっ

てできてくるのか、手足を対象として研

究に夢中になった。

　「ところが大学院５年間の研究で、レチ

ノイン酸はモルフォジェンではない、という

結論になりました。1991年のネイチャー誌

に共同執筆の論文が載りました。世界で

研究が進んだ現在では、別のいろいろな

分子がモルフォジェンとしてみつけられて

います」

　発生学では、生き物にさまざまなインプッ

トと与え、得られるアウトプットをみて発生

のなぞを解こうとする。しかし、レチノイン

酸投与の研究で、田村さんは実験結果

の解釈の難しさ、正解を知ることの至難

さを知ったという。自然の奥深さに直面し

たのである。

　1997～99年には米国サンディエゴのソー

ク研究所で研究、手足の形態形成を遺

伝子的に解析し、前足と後ろ足を決める

遺伝子を入れ替えると、それぞれが逆の

足になることをニワトリの実験でみつけた。

さらに、脊椎動物の左右の非対称性を

決める遺伝子を発見する研究グループ

にも参加、その研究論文はネイチャー誌

の表紙を飾った。（写真②）体のあちこちに

形を決める遺伝子があって、移し替える

と形そのものも移せることがわかってきた

時代だった。

　

　その後帰国、東北大学に戻ったころに

は、手足がどのようにできるのか、およそ

の道筋が理解できる時代になっていた。

マウス、カエル、トカゲの手足、サカナのヒ

レ（これも手足）などの発生に共通する

分子メカニズムがわかってきた。

　「しかし、動物種での違いは厳然とし

てありますね。コウモリとカエルとではな

ぜ違う手足になるのか、普遍性のなかで

特殊性がどのようにつくられるのかを考

えはじめました。それで、いろいろな動物

を使って、手足がどのように生えてくるか

を調べだしたのです」

　

　研究室で使っている動物材料は、マ

ウス、ニワトリ、カエル、ゼブラフィッシュ、エイ、

サメ、トカゲと多種類に及ぶ。比較研究

する必要があるからだ。　

　形ができるメカニズムの全容は、まだ

完全にはわかっていないにしても、正し

いと思われる考え方はあるという。

　「たとえば、コウモリとクジラの手足は、

それぞれ別のメカニズムによってつくら

れるのでは多分ないだろう、という認識

です。そうではなくて、形の違いが生じる

原因は、メカニズムは同じでも、“ずれ”

と“量的な違い”によるのだと考えられます」

　田村さんはパソコン画面の竜の絵を

見せて説明した。

　「竜は仮想の動物ですが、ご覧のように、

西洋の竜と東洋の竜は形が違いますね。

大きな違いは胴体の長さで、西洋は短く、

東洋は長い。前足と後ろ足の間隔が違う。

つまり、脊椎動物の形を決める重要な要

因の一つは、四肢がどの位置に、どんな

大きさで生えてくるか、なんです。エイを

研究していますが、大きな翼と見えるもの

はじつは前足なのですね。小さな後ろ足

は胴体下部にちゃんとあります。

前足の生える領域が広いと、エイのよう

に大きな足になるようです」

　もちろん、足が生える可能性のある場

所は、自然ではあらかじめ決まっていて、

その領域内で“ずれ”が生じているよう

なのだ。しかし、人為的な刺激を与えれば、

自然では足が生えない場所からでも足が

生えてくる。田村さんは数年前、ニワトリ

の背中に足を生えさせる基礎実験に成

功した。人為的に条件を整えてやれば

可能なのである。

　「どうやら脊椎動物は、サカナからヒトま

で、背中と体側部ならどこにでもヒレや手

足をつくれる可能性を秘めているように

思えます。どこでもつくる能力は持ってい

るのですね。そして、どこに、どんな大きさ

の手足を生やすかは、種ごとに決まって

いるのです。問題は何がそれを決めてい

るかですが、簡単にいうと、脊柱をつくる

背骨に秘密があるらしい。背骨が手足形

成の指令を発しているようです」

　

　20世紀の発生学は、形をつくる共通メ

カニズムを求めたが、21世紀はそこから

違いをつくる原理の発見へと向かって

いる。動物のプロポーションの違いを、こ

のように実証的に議論できるようになっ

たのは、ここ数年のことなのだという。

　世界的には、EvoDevo（発生進化学）

の研究が盛んになっている。生物の発

生の過程から進化を理解していこうとい

う研究スタイルだ。日本では田村さんのグ

ループのほかに倉谷滋氏（理研・発生再

生研究所）らのグループが知られている。

　「脊椎動物が最初に身につけたのは、

体のどこにでも手足をつくれる潜在能力

だったのでしょう。あとはどこに刺激を与

えて手足をつくるかの能力を追加していっ

たのでしょう。この仮説をどこまで実証で

きるか、やるべきことは、まだいっぱいあり

ます」

　

田村さんは雑誌『子供の科学』を読んで

育った。4年前に、動物の手足の再生の

記事を頼まれたときは、ネイチャー誌に論

文が載ったとき以上にうれしかったという。

お話大好き人間で、昨年は徳島で小学

生100人を前に発生と再生の話をしたそ

うだ。科学コミュニケーションを大切にす

る科学者なのである。

写真①  
レチノイン酸によって誘導された鏡像対称重複指（ニワトリ胚）

写真② 
Pitx2の強制発現によって誘導された
内臓逆位（Nature ３９４号表紙）
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シンポジウム
＆

セミナー
研究費
助成

日　　　時：平成１８年２月７日（火）

コーディネータ－：豊島久真男氏（理化学研究所　研究顧問）
� 　　杉田　憲治氏（アンティキャンサー㈱日本支社 ジェネラルマネージャー）

「ゲノム創薬」－その医療への応用－

千里ライフサイエンスセミナー

日時：平成１８年３月１５日（水）

コーディネータ－：石川　冬木氏
（京都大学大学院生命科学
  研究科統合生命科学専攻 教授）

「クロマチン・ダイナミックスと高次生命現象」

千里ライフサイエンスシンポジウム

会場風景

千里ライフサイエンス振興財団

平成１７年度研究費助成 授与者一覧

氏　名 所属・職位等 研究テーマ

●奨励研究助成 10件（８０万円／件）� （敬称略、50音順）

●共同研究助成 1件（２００万円／件）� （敬称略）

 おおいしかずひと

大石一人
大阪大学大学院医学系研究科
病理学講座幹細胞病理学　助手

ネクローシス細胞死に関与する
シグナル伝達機構の解析

　こんどうしんいち

近藤慎一
宮崎大学医学部解剖学講座�
分子細胞生物学分野　助手

神経変性疾患の病態解明を目指したモデル開発ー
神経細胞における小胞体ストレスin vivoイメージング

 さわだじゅんこ

沢田淳子
岐阜大学連合獣医学研究科�

（配置大学：東京農工大学農学部獣医分子�
病態治療学研究室）博士課程４年

リンパ管‐マスト細胞相互作用に基づく
アレルギー性皮膚炎病態の分子解析

 すぎやまみねたか

杉山峰崇
大阪大学大学院工学研究科
生命先端工学専攻　助手

ゲノム工学技術による出芽酵母ゲ
ノムの最小化

せきもととしひろ

関元敏博
大阪大学大学院医学系研究科
細胞生物学分野　助手

細胞ー細胞間接触時におけるPAI-
1 mRNA分解機構の解析

  たての  たかし

館野 高
大阪大学大学院�
基礎工学研究科　助手

 とよおかかずひと

豊岡和人
大阪市立大学大学院医学研究科
細胞機能制御学　講師

神経細胞遊走におけるNude1リン
酸化・脱リン酸化の機能解析

なかがわ　いちろ

中川一路
大阪大学大学院歯学研究科�
口腔分子感染制御学講座　講師

細胞内Ｎｏｄタンパクによる細胞侵入性
細菌のオートファジー認識機構の解析

にしかわたけひろ

西川雄大
国立循環器病センター
室長

マイクロパターンを有する細胞培養基
材を用いた心筋組織再生に関する研究

  みうら　たくみ

三浦 巧
大阪府立大学大学院�
生命環境科学研究科　助手

ＥＳ細胞の未分化維持および分化誘導
を規定する遺伝子群の解析

氏　名 所属・職位等

研究代表者 共同研究先

  こまむら  かずお  

駒村和雄

代表者

  はるた  やすひろ 

春田康博
国立循環器病センター研究所
循環動態機能部  室長

横河電機株式会社

機関名

多電極アレイ記録システムを用いた聴覚中枢系に
おける神経伝達物質による活動修飾の可視化

´

授与者記念撮影

　研究テーマ

超小型マウス用シングルチップ集積型多チャンネルSQUID心磁計の開発

日経BP社バイオセンター　宮田　満氏

京都大学大学院薬学研究科ゲノム創薬科学分野　辻本豪三氏

大阪大学大学院医学系研究科臨床遺伝子治療学　森下竜一氏

札幌医科大学内科学第一講座　今井浩三氏

東京女子医科大学大学院先端生命医科学　鎌谷直之氏

東京大学医科学研究所ヒトゲノム解析センター　中村祐輔氏

●ゲノム創薬の現状と課題

●ゲノム機能科学に基づく創薬標的探索

●ゲノム創薬としての遺伝子治療

●新規抗癌細胞抗体の作製と展望

●SNPデータの解析手法と臨床応用

●癌ゲノム研究から創薬へ

京都大学大学院医学研究科先端領域融合医学研究機構　科学技術振興教授　木村  宏氏

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科  　
生体分子解析学分野  教授　伊藤  敬氏

情報・システム研究機構国立遺伝学研究所
人類遺伝研究部門　教授　佐々木 裕之氏

藤田保健衛生大学総合医科学研究所　
講師・プロジェクトリーダー　池野 正史氏

京都大学ウイルス研究所感染症モデル研究センター
教授　眞貝 洋一氏

理化学研究所発生･再生科学総合研究センター  チームリーダー　岡野 正樹氏

●ヒストン修飾とクロマチンダイナミックスを結ぶ点と線

●Nucleosomal Histone Kinase-1による
　ヒストンH2AのThr119のリン酸化とその意義

●ゲノムインプリンティングの機構と個体発生

●人工染色体ベクターを用いた細胞機能の制御

●細胞記憶の維持と破綻

●ＤＮＡメチル化による胚発生エピジェネティクス制御

豊島久真男氏 杉田　憲治氏

宮田　満氏 辻本豪三氏 森下竜一氏 中村祐輔氏鎌谷直之氏今井浩三氏

会場風景

木村  宏氏 伊藤  敬氏 佐々木 裕之氏 池野 正史氏 眞貝 洋一氏 岡野 正樹氏

　ヒトゲノム計画も完了した現在、集積されたゲノムデータ（ＤＮＡ

全塩基配列）を生かして、さまざまな疾病に関連する遺伝子の

同定も盛んに進められています。さらに、そうした遺伝子（遺伝

子産物）を標的にしてその働きを阻害する創薬の可能性も広がっ

てきました。細菌性感染症などを除くと対症療法的な治療が多かっ

た現状から、疾病の原因に基づいた根本的な治療への転換で

す。疾病の改善に効果のある遺伝子そのものを利用した遺伝

子医薬も考えられます。ヒトの遺伝子多型の解析も進み、薬の

効き方や副作用などそれぞれの個人差に対応したテーラーメ

イド医療も実用化の段階に入ってきました。シンポジウムでは、

欧米で進められる新規医薬開発の現状と日本の課題、ＨＧＦ

遺伝子を用いた血管再生医薬、がん治療への効果が期待さ

れる抗体医薬、ＳＮＰ（１塩基多型）に基づいた関節リウマチ

治療、ｃＤＮＡマイクロアレ

イを利用したがん治療の

標的遺伝子の探索など、

ゲノム研究と創薬に関わ

るさまざまな試みが紹介

されました。

　真核生物においては、遺伝

情報の担い手であるＤＮＡは

細胞核の中に裸のまま存在するわけではなく、ヒストンなどのタ

ンパク質と結合してクロマチンと呼ばれる高次構造体を形成し

ています。さらに、その構成物であるＤＮＡのメチル化や、ヒスト

ンのアセチル化、リン酸化などの修飾によって遺伝子発現の調

節などが行われています。分化した細胞がそれぞれ固有の形

質（遺伝子発現状態）をもち、それが細胞分裂のあとも継承さ

れていくのも、その修飾のためであると考えられています。この

ような修飾による形質変化をエピジェネティクスと呼んでいます。

セミナーでは、細胞内におけるヒストン分子の動態、ヒストンのリン

酸化の細胞増殖に関わる役割、卵子や精子の形成過程で両

者の遺伝子に発現差を与えるゲノムインプリンティング機構、遺

伝子導入のベクター（運び手）として期待される人工染色体、

エピジェネティクスによる細

胞記憶の分子的基盤とそ

の破綻の疾患との関わりな

ど、クロマチン研究の最新

の成果が報告されました。
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Information Box

技術講習会／市民公開講座／フォーラム  ／セミナー　

   第４３回
 「３色可視化細胞のライブイメージング
　－セットアップから動画解析まで－」   
　日時：平成１８年６月１５日（木） 午前１０時から午後３時（基礎コース）
　場所：千里ライフサイエンスセンタービル６階千里ルーム
　　　　（地下鉄御堂筋線千里中央駅北口すぐ）

   日時：平成１８年６月１６日（金） 午前１０時から午後３時（応用コース）
　場所：大阪府立大学大学院生命環境科学研究科　
　　　　２階生物情報科学科学生実験室
　　　　（南海電鉄高野線中百舌鳥駅または地下鉄御堂筋線なかもず駅下車）

E-mail：sng-lsf@senri-lc.co.jp

 プログラム

   講　師　　大阪大学微生物病研究所附属遺伝情報実験センター 教授　岡部　勝氏
� 　　　　　　　大阪大学微生物病研究所附属遺伝情報実験センター 助手　蓮輪英毅氏

●高血圧の予防と治療のための生活習慣
�国立循環器病センター高血圧腎臓内科　部長� 河野雄平氏

●高血圧の薬物治療：病態にあわせた治療選択
　大阪大学医学部附属病院老年・高血圧内科  病院教授�楽木宏実氏

●家庭血圧による高血圧の自己管理
　東北大学大学院薬学・医学系(併)研究科臨床薬学  教授� 今井　潤氏

   成人病シリーズ第４６回

�「血圧は自分でコントロールしよう」
   日時：平成１８年５月１３日（土）　午後１時３０分から午後４時３０分まで
　コーディネーター：国立循環器病センター 名誉総長�尾前照雄氏

開催会場：千里ライフサイエンスセンタービル５Ｆ「ライフホール」
� 地下鉄御堂筋線「千里中央駅」下車北改札口すぐ
� 大阪府豊中市新千里東町１ー４ー２

申込・問合せ先：Tel.06（6873）2001 Fax.06（6873）2002
� URL http : //www.senri-lc.co.jp
� E-mail：tnb-lsf@senri-lc.co.jp

申込・問合せ先：Tel.06（6873）2001 Fax.06（6873）2002
� URL http : //www.senri-lc.co.jp

コーディネーターは、既にシアン、緑、赤の蛍光タンパク質(CFP, GFP, DsRed)を用いて核
クロマチン、紡錘体様構造、核膜周縁を可視化した哺乳動物培養細胞株(MDA435)を作製し、
生きたまま動態を観察することに成功している。講習会ではこの３色可視化細胞のＧ２から分
裂期を経てＧ１初期までに至る過程をタイムラプス観察するための解析システムのセットアッ
プから画像の取得、得られたデータを基にした立体動画作製までの技術を紹介する。

ポストゲノムの時代において、個々の蛋白質の機能と制御の解明が重要な
研究課題となっている。古くから蛋白質のリン酸化がその機能制御に重要
な役割を果たしていることが知られているが、近年、アセチル化、メチル化、
ユビキチン化なども細胞内での蛋白質の機能制御に働いていることが分っ
てきた。研究の現状を紹介し、今後の展開について議論したい。

   第４４回

 「RNAiの哺乳動物個体への応用
　ーRNAiトランスジェニックマウスの作製」
   日時：平成１８年８月１日（火）   午前１０時から午後４時まで
　場所：大阪大学微生物病研究所附属遺伝情報実験センター

E-mail：dnp-lsf@senri-lc.co.jp

現在、RNAi（RNA interference）法は哺乳動物細胞においても応用されてお
り、生命科学研究において一般的な手法になりつつある。簡易に遺伝子の発現
を調節できることから、遺伝子治療や遺伝子改変動物作製への応用も試みられ
ており、マウスを用いた実験から哺乳動物個体においてもその有用性が確認さ
れている。本講習ではRNAi法を用いた応用として、RNAiトランスジェニックマ
ウスの作製法について技術解説と講師による模範実技を中心に紹介する。

千里ライフサイエンス市民公開講座

開催会場：千里ライフサイエンスセンタービル ２０Ｆ「千里クラブ」
� 地下鉄御堂筋線「千里中央駅」下車北改札口すぐ
� 大阪府豊中市新千里東町１ー４ー２
対　　象：千里クラブ会員とその同伴者

申込・問合せ先：Tel.06（6873）2001 Fax.06（6873）2002フォーラム係
� URL http : //www.senri-lc.co.jp
� E-mail：fujisawa-lsf@senri-lc.co.jp

｢チンドン屋からみた日本の近代化｣
�日時：平成１８年５月１９日（金）　午後６時から午後８時まで 
�講師：国際日本文化研究センター 助教授�  細川周平氏

｢外から見た日本、大阪－中国最新事情－｣
�日時：平成１８年６月２３日（金）　午後６時から午後８時まで 
�講師：京都外国語大学外国語学部 教授　　　　　   彭　　飛氏

｢漂流する日本の国家戦略｣
�日時：平成１８年７月２８日（金）　午後６時から午後８時まで 
�講師：神戸大学大学院法学研究科 教授　　　　　五百籏頭眞氏

｢日本人の学術的国際リーダーシップの現実
  －８９カ国の国際学会会長として｣
�日時：平成１８年８月２５日（金）　午後６時から午後８時まで 
�講師：国立民族学博物館 教授�  出口正之氏

5月フォーラム

6月フォーラム

7月フォーラム

8月フォーラム

千里ライフサイエンスフォーラム

千里ライフサイエンス技術講習会

 技術解説 RNAiトランスジーンの構築からRNAiトランスジェニックマウ
スの作製に関して解説を行う。また、RNAiトランスジェニック
マウスにおけるsiRNAの検出法などについても解説する。

   実　習 基本的には参加者の実習は行わない。実験に必要な設備等の
見学と、講師によるマイクロインジェクション等の実演を行う。

   「蛋白質の修飾と機能制御」
   日時：平成１８年７月５日（水）　午前１０時から午後５時まで

開催会場：千里ライフサイエンスセンタービル５Ｆ「ライフホール」
� 地下鉄御堂筋線「千里中央駅」下車北改札口すぐ
� 大阪府豊中市新千里東町１ー４ー２

申込・問合せ先：Tel.06（6873）2001 Fax.06（6873）2002
� URL http : //www.senri-lc.co.jp
� E-mail：tnb-lsf@senri-lc.co.jp

千里ライフサイエンスセミナー

理化学研究所発生・再生科学総合研究センター 　中山潤一氏

京都大学大学院生命科学研究科統合生命科学専攻　西田栄介氏

国立がんセンター研究所放射線研究部　田矢洋一氏

大阪大学大学院生命機能研究科時空生物学講座　花岡文雄氏

東京都臨床医学総合研究所タンパク質代謝プロジェクト　水島　昇氏

京都大学大学院生命科学研究科高次生体統制学　垣塚　彰氏

●ヒストンのメチル化修飾と高次クロマチン構造形成機構�      

●MAPキナーゼシグナル伝達の制御機構と機能�      

●リン酸化とアセチル化によるp53とRB蛋白質の生理機能の制御�      

●DNA修飾におけるユビキチン化の役割�      

●オートファジーによる細胞内の大規模分解�      

●神経疾患に関わる蛋白質の種々の修飾

平成１７年度事業予定
平成１８年４月現在

■セミナー
開催日 テーマ コーディネーター

平成１８年
７月５日（水）

「蛋白質の修飾と
  機能制御」

大阪大学大学院生命機能研究科� 花岡文雄氏
京都大学大学院生命科学研究科� 西田栄介氏

国立遺伝学研究所細胞遺伝研究部門�吉森　保氏�
東京都臨床医学総合研究所� 水島　昇氏

大阪大学微生物病研究所� 木下タロウ氏
京都大学再生医科学研究所� 坂口志文氏

平成１８年
９月２９日（金）

「ケミカルバイオロジーが
  拓く２１世紀の創薬研究」

大阪大学大学院医学系研究科� 遠山正彌氏
奈良先端科学技術大学院大学バイオサイエンス研究科�塩坂貞夫氏

平成１８年
１０月２４日（火）

ブレインサイエンスシリーズ第１９回
「『社会行動を司る脳の分子とエピジェ
  ネティクス』ー新しい人間科学をめざして」

免疫・感染症シリーズ第１回
「自己免疫疾患と
  その制御」

東京医科歯科大学難治疾患研究所�萩原正敏氏

平成１８年
１１月１３日（月）

平成１９年
２月

「オートファジーと
  アポトーシス」

開催日 テーマ コーディネーター

平成１８年
６月１５・１６日
（木・金）

「３色可視化細胞のライブイ
メージング－セットアップか
ら立体動画解析まで－」

大阪府立大学大学院生命環境科学研究科� 杉本憲治氏

平成１８年
８月１日（火）

「RNAiの哺乳動物個体へ
の応用‐RNAiトランスジェ
ニックマウスの作製」

大阪大学微生物病研究所� 岡部　勝氏

平成１８年
９月１２日（火）

「新世代ＤＮＡチップが実
現する新たな挑戦」 大阪大学微生物病研究所� 野島　博氏

■技術講習会

開催日 テーマ コーディネーター

平成１８年 ５月１３日（土）
血圧は自分でコント
ロールしよう

国立循環器病センター名誉総長
� 尾前照雄氏平成１８年 ９月１６日（土） 老年病の克服（案）

平成１９年 ３月１０日（土） 未定

■市民公開講座

■ネイチャーカレッジ
開催日 テーマ コーディネーター

平成１８年０５月２７日（土） 野鳥・昆虫・植物の観察

大阪大学大学院人間科学研究科　
� 南　徹弘氏平成１８年０７月０８日（土） サルの観察（Ⅰ）

平成１８年１０月２２日（日） サルの観察（Ⅱ）、
シンクスタディ

　コーディネーター：大阪大学大学院生命機能研究科� 花岡文雄氏
� 京都大学大学院生命科学研究科� 西田栄介氏

　コーディネーター： 大阪府立大学大学院生命環境科学研究科　杉本憲治氏

1）基礎コース
　解析システムのセットアップと画像の取得と解析方法の解
　説を中心とし、機器操作などの簡単な実習も交える。�
2）応用コース
　生きた細胞を実際に用いたマルチカラーライブイメージン
　グの実習を少人数で行う。

   講　師　 Improvision社� Dr. Ken Salisbury
理化学研究所免疫・アレルギー科学総合研究センター　研究員　戸村道夫氏
大阪府立大学大学院生命環境科学研究科　教授� 杉本憲治氏
大阪府立大学大学院生命環境科学研究科　研究員� 坂牛真司氏

変異型鳥インフルエンザなど新たな感染症の

脅威が懸念されています。今回の対談では、

センダイウイルスの構造・機能やC型インフル

エンザに関する研究で大きな業績を残された

神戸大学名誉教授本間守男先生をお迎えました。

センダイウイルスは岡田理事長が細胞融合を発見された研究材

料でもあります。今から見ると考えられないくらい貧弱な器具、装

置を用いて組織培養等の実験を行った様子をお二人が語られ

る言葉の端々から、ある新しい現象に遭遇したとき、その重要性

に気づく鋭敏さとそれをなぜだろうと疑問に思い続け探究する

態度が科学者の基本であると感じました。

また今号では、財団の平成１７年度研究助成の授与者も掲載し

ています。若手の生命科

学研究者を対象としたもの

ですが、将来更に大きな成

果をあげられるよう期待し

ています。

　コーディネーター：大阪大学微生物病研究所附属遺伝情報実験センター  
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授  岡部　勝氏
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次回は

お茶の水女子大学
学長

郷  通子氏へ
  バトンタッチします。

Relay Talk
LF

再生紙を使用しております。

と抱負

岡田 典弘氏
1947年�東京生まれ
1973年�東京大学農学部農芸化学科卒業
1978年�東京大学薬学系研究科博士課程 製薬化学専攻
1979年�筑波大学生物科学系講師
1988年�筑波大学生物科学系助教授
1992年�東京工業大学生命理工学部教授
2000年�東京工業大学 生命理工学研究科教授
2003年�自然科学研究機構 基礎生物学研究所 細胞生物学研究系教授 併任

受  賞  歴／日本生化学会奨励賞、
� 日本遺伝学会奨励賞、第4回木原記念財団学術賞、
� 手島工業教育資金団記念研究賞（研究論文賞）、
� AAAS(American Association for the Advancement of Science)の“Fellow”に選出、
� 日本進化学会木村賞アンと女房（東京、２００４年８月）

専門分野／分子進化学、分子生物学
研究テーマ／レトロポゾンの増幅機構の研究から現在、種形成の分子機構を明らかにしたいと考えてい�
� る。アフリカのビクトリア湖には７００に上るシクリッドという魚が生息するが、これは高々こ�
� の1万年のうちに種分化を起こしたことが知られている。その分子機構を明らかにしたい。
所属学会／日本生化学会、日本遺伝学会、日本分子生物学会、日本進化学会、日本RNA学会
趣　　味／音楽、読書、愛犬アルトと寛ぐこと愛犬アルトくん

　昨年の１１月２５日、遺伝研で開催された研究会に出

席した折りに、旧知の研究者仲間から石川統先生が

その３日前に６４歳の若さで逝去されたことを知らされた。

２年以上前から闘病生活をされていたそうで、原発は

胃がんである。私は先生のキャラクターが好きであった。

自由人で、囚われるところのない立場からの物言いは、

私を喜ばせたし、頼りになる兄貴分という風に私の方

では感じていた。ただ、石川先生は動物学出身である

が、私は分子生物学であるということで、それほど多く

の研究上の接点があった訳ではなく、研究会、学位審

査、セミナー等（カラオケを含む）で都合６～７回お会い

して話をさせていただいた程度なのである。

　石川先生が亡くなられたということを聞いてから、考

え込んでしまった。先生は私のことをどのように観てい

て下さっていたのであろうか？ という問いが私の頭から

離れない。この「広報誌」（SENRI NEWS）のRelay 

Talk欄に文章を書いてほしいと、事務局の方から電

話があったのは、先生が亡くなる一ヶ月半くらい前のこ

とである。Relay Talkはその名の通り、タモリの「友達

の友達は友達だ」よろしく、研究者仲間の紹介で毎回

執筆者の替わるユニークな試みである。石川先生は

亡くなられる直前に、このRelay Talkの次の執筆者に

私を指名していたのであった。

　私は青春のある時期に「死」に関する本を読みあ

さったことがある。青春特有の喪失感に打ちのめされ

て、そこから這い上がろうと必死であったのかもしれな

い。米国で死にゆく人の心理の研究に関する幾つか

の著書が出版されている。（例えば、キューブラー・ロス

著「死ぬ瞬間」読売新聞社刊）それによれば、例えば

がんの宣告を受けると、最初人には病気をあえて否定

しようとする「否認」の時期が現れる。その後、なぜ自

分がという「怒りや抑うつ」に囚われ、やがてその感情

は、最後にそれを受け入れる「諦念と受容」と取って

代わられるという。石川先生が私を次の執筆者に指

名したのは彼の死の２～３ヶ月前で、既に「否認」の時

期は過ぎていたに違いない。今年の１月にRelay Talk

として出版された『ブレイクスルー』は多分石川先生の

ほとんど最後の文章であるが、この研究者にidentityを

与えることになった実験の記述から「怒りや抑うつ」

「諦念と受容」を読み取ることはできない。しかし「研

究テーマと抱負」というところに、「RNAサイレンシング

の研究にも一石を投じたいが、残念ながらかなわぬ夢

に終わりそうである」という記述が見える。

　私は石川先生が末期の眼に私のことを思い浮かべ

たその「メッセージ」を理解したいと切に望んでいる。あ

るいはそれはそんなに大げさなことではなく、単なる知

人の一人を挙げた、ということに過ぎないのかもしれな

い。しかし、本当にそうだろうか？ 私には人が死に往く

直前にそのような安易な選択をするものだとは思えな

いのである。厚かましいのは承知の上で言うのだが、

私には私が常々座右の銘としている「人生いたる処青

山有り」という密かな覚悟が、死の直前の彼の心と共

鳴したのだ、という手前勝手な思いを否定することが

出来ないでいるのである。


